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ホーム ドア設置等に関する要望書

初秋の候、貴社におかれましては、ますますご清栄のことと存じます。また、日頃よ

り本区政に多大なるご協力をしヽただき感謝申し上げます。

さて、本区内にあります貴社総武本線新小岩駅では、本年 7月 12国 以来、短期間の

間に、 5度 にわたり、通過中の特急 「成田エクスプレス」に飛び込む人身事故等が発生

し、尊い人命が失われたほか、鉄道事業者である貴社におかれましても多大な影響を被

つたものと推察しヽたします。

本区の南の玄関□であります新小岩駅は、多くの区民が利用しており、また、ユニバ

ーサルデザインの普及等により高齢者や視覚障害者等の鉄道駅利用の増加が想定され

ます。そのためには、これまでにも増して鉄道駅の安全対策向上が財要であると者えて

おります。

本区としヽたしましては、鉄道駅における転落防止対策としては勿論のこと、人身事故

等のlrD止策としても、ホーム ドアの設置が最も有効な手段であると考えております。

このホーム ドアの設置につきましては、平成 23年 2月 に設置された 「ホーム ドアの

整備促進等に関する検討会」から、平成 23年 8月 に 「ホームにおける旅客の転落防止

対策の進め方について」と題する 「ホーム ドアの整備促進等に関する検討会 (中間とり

まとめ)」が公表されていて、設置の者え方が示されております。今後、さらに技術的

検討等が深度化して、整備のための具体的な計画が策定される段階では、費用負担等に

関し関係機関との協議も実施されてしヽくものと推演」されますが、本区としヽたしましては、

早急に鉄道駅における安全対策向上につしヽてご検討いただきたく、下記事項につドて要

望いたしますので、よろしくお取り計らしヽ願しヽます。



言己

1.早 急に」R総 武本線新小岩駅にホーム ドアを設置してしヽただきたしヽ。また、同様に

区内の」R常 磐線亀有駅 ・金町駅のホーム ドアについても順次設置していただきた

しヽ。

2.本 区内の」R総 耐本線新小岩駅、 JR常 磐線亀有駅 ・金町駅におしヽて 「心のバリア

フリー」に関するソフト的な施策として、

・駅利用者への優ししヽ声かけ

・駅利用者のマナーやホーム上での安全に関する教育 ・啓発の強化

を推進してしヽただきたしヽ。

3.貴 社が実施する転落防止対策状況等の情報提供を適宣お願しヽしたしヽ。

以   上


